
No.1103
▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
１
０
３
号
）
令
和
４
年
２
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686 

 

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（
(
　

(24)
０
１
０
４　

FAX
　

(22)
８
８
５
１
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス https://www.city.chitose.lg.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
(　
(27)
３
９
２
１
ま
で
。

編
集
後
記

■
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
２
月
４

日
は
立
春
で
、
暦
の
う
え
で
は
も
う

春
が
や
っ
て
き
ま
す
。
邪
気
を
払

い
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
行
わ
れ
る

節
分
の
豆
ま
き
。
幼
少
の
こ
ろ
、
仕

事
か
ら
帰
宅
し
た
父
親
に
玄
関
で

「
鬼
は
外
～
」
と
言
っ
て
落
花
生
を

投
げ
つ
け
て
い
た
思
い
出
が
よ
み
が

え
る
。
季
節
を
感
じ
、
伝
統
や
風
習

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
今
年
の
雪
は
重
い
で
す
ね
。
「
除

雪
・
排
雪
」
と
や
っ
か
い
も
の
扱
い

さ
れ
る
雪
で
す
が
、
有
効
活
用
で
き

な
い
か
と
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

兼
ね
て
子
ど
も
と
一
緒
に
巨
大
な
か

ま
く
ら
を
作
り
ま
し
た
。
張
り
切
り

す
ぎ
て
手
首
が
腱
鞘
炎
に
…
ま
だ
ま

だ
降
雪
が
続
き
ま
す
が
、
落
雪
な
ど

に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
雪
と
上
手
に

つ
き
あ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

紅赤の山線鉄橋

カメラが光を捉えるほん
の一瞬。映り込む人物や
ものごと。千歳ならでは
の魅力が、残したくなる
風景が、そこにある。 

　 今月の表紙
梅の名所として知られる太
宰府天満宮（福岡県太宰府
市）から千歳市役所に「紅
白の梅」が届きました。大
雪が続く千歳に、一足早い
春の訪れです。梅の甘い香
りに癒やされながらシャッ
ターを切りました。

■支笏湖畔に架かる山線鉄橋が昨年暮れ、24 年ぶりに塗り替え

られました。長い年月でくすんだ色が元の落ち着いた紅赤色とな

り、支笏湖の風景の一つとしてその存在感を示しています。

　山線（王子軽便鉄道）が運行された当初は木製の橋でしたが、

大正 12 年頃に現在の鉄橋に架けかえられました。支笏湖の発展

に寄与してきた山線も昭和26年に廃止され、鉄橋は、平成に入っ

てから、老朽化に伴う解体か保存かとの議論もありましたが、

地域の熱い思いにより原形保存される形で今日に至っています。

支笏湖の歴史と深く関わりのあるこの橋は、道内に現存する最古

の鋼橋で、市の有形文化財などにも指定されています。

　暗闇に照らされた紅赤の鉄橋はノスタルジーを感じさせてくれ

ます。支笏湖にはなくてはならない存在として、いつまでもここ

にありつづけることでしょう。

一般財団法人　自然公園財団支笏湖支部
（支笏湖ビジターセンター）
所長　木林　正彦 さん 

市役所庁舎内で撮影


